
（注）管理形態欄には，直営・管理委託・指定管理者の別を記入してください。

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和４年度）

施 設 の 名 称 宮城県母子・父子福祉センター

指 定 管 理 者 の 名 称 公益財団法人宮城県母子福祉連合会

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 保健福祉部子ども・家庭支援課

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要

平成24年4月 　～　 平成27年3月 指定管理

平成27年4月 　～　 令和2年3月 指定管理 公益財団法人宮城県母子福祉連合会 　

Ｈ25.4から公益公益財団法人宮城県母子福祉連合会

令和2年4月 　～　 令和7年3月 指定管理 公益財団法人宮城県母子福祉連合会

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称 公益財団法人宮城県母子福祉連合会

所在地 仙台市宮城野区安養寺３丁目７番３号

指 定 期 間 　令和２年４月１日　～　令和７年３月３１日　（５か年）

募 集 方 法 　■　公募　　□　非公募

施 設 の 名 称 宮城県母子・父子福祉センター

所 在 地 仙台市宮城野区安養寺３丁目７番３号

設 置 年 月 昭和５５年４月

根 拠 条 例 等 母子及び父子並びに寡婦福祉法、母子父子家庭の母・父の就業支援特別措置法、母子・父子福祉センター条例

設 置 目 的
各種相談、生活指導及び就業支援など母子家庭等の福祉増進のための便宜を総合的に
供与することを目的としている。

施 設 の 内 容

敷 地 面 積  １，８６５ ㎡

構 造 鉄筋コンクリート３階建て

内 容

会議室、事務室、応接室、保育室、相談室、倉庫、食堂、講習室
（厨房、浴室、調理室、談話室等は休止している）

開 館 （ 所 ） 日
次に掲げる休業日を除く日
休業日：火曜日、土曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日及び１２月２９日から翌
年の１月３日まで

開 館 （ 所 ） 時 間 　午前９時００分　～　午後５時００分

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

（１）母子・父子福祉センターの使用許可に関すること
（２）母子・父子福祉センターの維持管理に関すること
（３）ひとり親家庭の父及び母並びに寡婦の各種相談に関すること
（４）ひとり親家庭の父及び母並びに寡婦に対する生活指導及び生業の指導に関すること
（５）ひとり親家庭の父及び母並びに寡婦の就業に必要な技能の講習、研修に関すること
（６）その他知事が必要と認める業務

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無 　□　有　　■　無

利 用 料 金 の 名称 　



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

（注）対象施設が複数ある場合は，施設ごとに記入してください。

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

項　　　　　目

事業計画 実　　績

対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(A)

前　年　度
（令和３年度）

(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(C)

開館（所）日数 245 242 245 100.0% 101.2%

延べ利用者数 1,800 1,946 1,738 96.6% 89.3%

項　　　　　目

事業計画 実　　績

対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(A)

前　年　度
（令和３年度）

(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(C)

講習会受講者 800 879 798 99.8% 90.8%

相談等来館者 1,000 1,067 940 94.0% 88.1%

- -

- -

- -

合　　　　計 1,800 1,946 1,738 96.6% 89.3%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績

対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(A)

前　年　度
（令和３年度）

(B)

評価対象年度
（令和４年度）

(C)

県指定管理料 18,368 18,368 18,368 100.0% 100.0%

利用料金収入 0 0 0 - -

その他 1 0 172 17200.0% -

収 入 計　(ａ) 18,369 18,368 18,540 100.9% 100.9%

人件費 12,922 13,124 13,342 103.3% 101.7%

施設管理費 1,983 1,712 1,983 100.0% 115.8%

事業運営費 3,464 4,331 3,552 102.5% 82.0%

その他 0 0 0 - -

支 出 計　(ｂ) 18,369 19,167 18,877 102.8% 98.5%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 -799 -337 - 42.2%

前期繰越収支差額 - -

次期繰越収支差額 - -



６．評価対象年度（令和４年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

正規 4 非正規 1

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

①管理運営体制

１．職員５人を配置し、業務を実施した。
・職務内容（一部兼務）
・施設の管理責任者・防火責任者、経理
担当職員、就業支援相談員、講習会事
業支援員、電話相談員(日曜日の電話相
談）を配置（常勤職員４人、非常勤職員１
人）
２．理事会（開催２回）、評議員会（２
回）、監事会（１回）、会長・副会長会議
（１０回）を開催し、円滑な業務執行かつ
適切な法人運営に努めた。
３．各種研修等受講
職員の職務能力の維持向上を図るため、
昨年はコロナ禍で出席できなかったが、令
和４年度は以下の研修会に出席した。
・職業紹介責任者講習
・甲種防火管理新規講習
・令和４年度就労促進情報関係者連絡
会議

・職員及び職務分担について、就業支援
担当嘱託職員が年度末に退職することに
伴い、引継ぎ期間２ヶ月設けて後任職員
を採用・配置することが出来たことにより
業務の円滑な執行ができた。
・令和４年度はコロナ禍の中でも対面で役
員会を開催できたが、引続き会長、副会
長会議を頻繁に行い、情報を各役員に伝
えることで円滑かつ適正な法人運営を図
ることができた。
・職員の異動に伴い、施設管理運営に必
要とされる講習会等に出席し、施設管理
に必要な資格を得ることができた。。

A

・限られた人員で法人運営を滞りなく行っ
たほか，職員が個々にスキルアップに努め
る等，資質向上を図っており，より充実し
た相談体制が構築されている。

A

人員体制

②施設・設備の維
持管理業務の実施

・消防用設備保守点検業務（年２回）
・受水槽・高架水槽清掃業務（年１回）
・定期清掃（毎週月曜日）
・除草等、排水溝清掃（各年１回）
・警備業務（毎日、当センターの無人時の
機械警備）
・隣接施設から要請のあった隣接地にせり
出していた樹木の伐採(県事業)を行った
ほか、託児が中庭で遊ぶ際の安全を確保
するため、隣地境界に策の設置を行っ
た。
・雨水排水管の修繕、汚水排水管詰まり
の清掃を実施したほか、上水の漏水疑い
について指摘を受け調査を実施した。

・当センターの維持管理を事業計画どおり
実施した。
・非常灯の交換について引続き要望を
行った。
・施設の老朽化に伴い、水回りに関連する
数カ所の修繕等を実施した。

Ａ
・安全，安心にセンターを利用できるよう，
適切な維持管理が図られている。 A

③運営業務（ソフト
　 事業等）の実施

１．母子父子家庭等就業・自立支援セン
ター事業の実施
(1)就業支援事業の実施
①就職・転職支援セミナーの開催
・７回、４３人参加
②就業相談事業の実施
・求職登録者数：１６人
・相談件数：１２７件
・就職実績：４人
(2）就業支援講習会の開催
①介護職員初任者研修：１９人受講修了
し、１３名が資格取得した。
②パソコン（ワード２０１９、エクセル２０１
９）
３２人受講修了、(２８人がマイクロソフト検
定合格)
※就業支援講習会修了者に対して就業
支援を行い、１人が就職した。
(3)ホームページによる情報の提供
　就業支援講習会、職業紹介事業、各種
相談事業に係る情報をホームページに掲
載した。
２各種相談事業の実施
(1)一般相談事業：３３６件
(2)日曜電話相談事業：６６件
(3)法律相談事業：１９件

・令和４年度もコロナ感染症拡大防止のた
め定員を半分にしてPC講習会を開催し
た。就職・転職セミナーも当センターで７
回開催した。
・必要に応じて随時各種講習会受講生の
就業相談を実施した。
・研修期間中は毎回研修日誌を作成し、
研修講師、受講生、当連合会事務局との
連携を図った。
・日曜電話相談、法律相談を事業計画ど
おり実施した。なお、県女性相談センター
及び母子生活支援施設とも連携して相談
対応を行った。
・コロナ禍の中で一般相談件数は前年度
から大きく減少した（４２７→３３６件）。就
職では雇用環境が依然厳しく前年度から
減少（７→４人）となった。

A

・新型コロナウイルス感染拡大防止に努め
ながら，就業支援事業や各種相談事業
等を開催することにより，ひとり親家庭等
の就業促進やスキルアップにつなげるな
ど，事業計画は適切に実施されている。

A

④自主事業の実施

1．第６６回東北・北海道地区母子寡婦
福祉研修大会（９月３～４日：札幌市）が
３年ぶり開催され、本県母連から１９名が
参加した。全国大会は、全コロナ禍を考慮
し近隣のみの参加で他はリモート参加と
なった（本県母連は１名参加）。
・第５６回宮城県母子寡婦福祉大会を５
年ぶりに開催し、課員約１５０名の参加の
下、miki氏による講演及び知事感謝状・
会長表彰等３１名へ賞状贈呈など盛会に
実施された。
2．楽天ゴールデンイーグルスホームゲー
ム観戦招待は年間５５試合の招待をいた
だいた。
3．新入学児童３６人に抽選でランドセル
を贈呈した。
4．児童の学習、絵本、歴史漫画、料理
等の分野から４種類の図書を選定し、計１
５人に抽選で贈呈した。
5．ＮＰＯ法人「お寺おやつクラブ」から１５
回の食料提供があり希望するひとり親家
庭及び受講生等７４名に配布した。
6．親子交流事業（日帰りバス旅行）（八
木山ベニーランド）を実施し、抽選で２５世
帯計６７人（親２５人、子供４２人）が参加
した。
7．地区福祉会との連携事業としてリンゴ
狩りを県南（蔵王町）と県北（登米市）で実
施した。
8.会員による芋煮会（なべっこ交流会）は
他の事業と時期が重なったことなど事務
局体制から中止となった。

・令和４年度はコロナ禍の中でも、多くの事
業を実施することができた。
・第５６回宮城県母子寡婦福祉大会は５
年ぶりの開催で、池田副知事、熊谷利府
町長（開催地）等の臨席を賜り盛大に開
催することができた。
・ランドセルプレゼント事業では、済生会様
の支援もあり昨年度より多くの応募者に贈
呈することができた。（３０→３６個）今後も
各方面からの支援を頂きながら事業継続
に取組んで行きたい。
・親子交流事業は参加者から好評であ
り、次年度以降も事業計画に取組んで行
く。
・県大会では企業からの協賛も頂いたこと
もあり、今後も関係企業、関係機関と連携
した事業を実施し、県母連活動の理解を
深めて行きたい。
・なべっこ交流会は、他の事業と時期が重
なったことなど事務局体制が整わなかっ
たことなどから中止となったが、会員から
好評を得ており、会員相互の交流機会を
確保するため継続的に実施する必要があ
ると考えており、令和５年度以降も出来る
限り実施して行きたい。
・会員が高齢化し減少傾向にあるが、令
和５年度は母児部長を中心に足腰の強い
組織づくりに向けて、活動を積極的に行う
こととしている。

Ｓ

・職員の資質向上や関係機関との連携強
化を図るとともに，ひとり親家庭の福祉向
上のため適切な自主事業を実施してい
る。

S



６．評価対象年度（令和４年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価
項　　　　目

事業実績
【指定管理者記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【施設所管課記入】

⑤利用者サービス
　 の向上

1.各種講習の開催を日曜と平日の２コー
スとし、受講希望者の利便性に配慮した。
2.受講者の子の託児を行い、受講者の利
便性に配慮した。
※託児児童：延べ９０人
3.「県政だより」、「仙台市政だより」、「各
市町村広報」、当連合会ホームページ等
への広報掲載、各ハローワーク、仙台市、
母子福祉施設、各市町村母子福祉担当
課、県各福祉事務所を通じて講習会開催
の広報を行い,研修事業等の周知を図っ
た。
4.ホームページの更新に努め、常に最新
の情報を提供した。
5. 児童扶養手当現況届提出期間中に職
員が出向き県母連及び就業支援の広報
活動を実施したいと考えているが、コロナ
禍の影響等で出来なかったので、令和５
年度は各地区及び市町村の協力を得な
がら実施できるようにしたい。

・関係団体と連携を図り、且つ、広報を充
実させて、指定管理事業及び県母連事業
のより一層の周知を図った。
・職員が出向いて広報することが出来な
かったが、各地区の協力と市町村の理解
を得ながら実施に繋げて行きたい。
・令和５年度は講習会の申込みについ
て、ホームページからペーパーレス（必要
部分は紙要）で申込みできるよう検討して
おり、今後とも利用者サービス向上に努め
て行きたい。

A

・様々な広報媒体を活用し，事業の周知
に努めている。また，講習会においては託
児を行うなど受講者の利便性の向上に努
めている。

A

⑥利用者の苦情，
　 要望等の把握
   とその反映

１．就業支援講習会、就職・転職支援セミ
ナー受講者全員にアンケートを実施し、事
業内容について受講者の意見を把握し
た。これらの意見も考慮し、令和４年度も
会員相互の親睦を図るため、リンゴ狩りを
県南（蔵王町）県北（登米市）で開催した
が、なべっこ交流会は、事務局体制が整
わなかった為、中止した。
２．当センター利用者の苦情処理・解決に
関する体制について周知した。なお、令和
４年度も苦情案件は無く、円滑に事業を
執行できた。
３．研修受講者、相談者、センターへの来
館者の意見を把握するため、アンケート箱
を常置している。

・アンケートの結果を集計・分析して事業
のより良い改善、向上の資料とした。今後
も引き続き事業計画に反映して行く。

Ａ
・講習会等のアンケートや来館者の意見を
集約して分析することなどにより，ニーズの
把握や改善に努めている。

A

A

⑦安全対策

1.防火管理者を選任し、また当センター
内の防火に係る分担を決め、周知を図っ
た。
２．消防用設備の保守点検(年２回)、受
水槽、高架水槽の清掃と水質検査(年１
回)を実施した。
３．警備会社に機械警備業務を委託し、
夜間、休日における当センターの安全確
保を図った。
４．研修受講生に対し、受講日の通学及
び駐車場内での事故防止について周知し
た。

・年間を通して事業計画どおり事業を実施
できた。 Ａ

・事業計画に基づき，適切に事業を実施
している。 A

Ａ
　・個人情報保護規程に則り，適切に事
務が執行されている。

⑧県民の平等利用

１．就業支援講習会及び自主事業の開催
に当たっては幅広く行政を始め関係機関
へ広報を依頼し、指定管理事業の周知に
努めた。
２．当連合会のホームページ、県政だより
への広報掲載や関係機関へリーフレットを
配布して広報を行った。
３．就業相談、就業情報提供及び電話相
談等について幅広く広報を行った。

・関係機関と連携を図り、広報の充実に努
めた。
・ホームページの随時更新を図り、最新の
情報を提供した。

Ａ
　・各種広報媒体を有効に活用し，利用
者の利便性に配慮しながら幅広い情報提
供に努めている。

A

⑩利用実績 １．上記「４．施設利用実績」のとおり

・積極局的に広報を行い、利用者の確保
に努めた。
・今後も連携先を拡大して広報活動に力
を入れ利用者の拡大に努める。

Ａ

　・新型コロナウイルス感染拡大の中でも
事業計画と比較し，おおよそ計画通りの利
用実績となっている。利用者の拡大に向
けて広報活動等に努めている。

A

⑨個人情報の保護
１．当連合会の個人情報規程に則り、個
人情報の管理に努めた。

・適切な管理を行った。



６．評価対象年度（令和４年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価
項　　　　目

事業実績
【指定管理者記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【施設所管課記入】

　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

⑪収支実績 １．上記「５．管理運営収支実績」のとおり
・毎月の収支状況を点検し、適切かつ効
率的な予算執行を図った。 Ａ

　・事業計画に基づき，適切な予算の執
行に努めている。 A

⑫その他の取組

１．宮城県第二総合運動場及び色麻町
農業伝習館に缶飲料の自販機機を設置
し、自主財源の確保を図った。設置場所
を増やすため、新たに宮城県総合運動場
（グランディ２１）宿泊棟に１台自販機を設
置してもらった。
２．宮城県の「わが社のｅ行動（ｅｃｏ　ｄ
ｏ！）宣言」制度の環境配慮実践事業者
認定を受けていることから、継続してその
実践に努めた。
３．ハローワーク・マザーズハロワーク及び
県社協福祉人材センター等から情報を収
集し、求職登録者へきめ細かに事業者紹
介を行った。
４．母子生活支援施設及びみやぎ婦人会
館と連携し、他団体主催事業への協力を
図り、ひとり親家庭の親子の交流を図ると
共に、県母連の広報を行った。
５．国際ソロプチミスト仙台へひとり親家庭
への支援について要請した。

・自動販売機の新たな設置に関しては、コ
ロナ禍の影響で設置施設の稼働状況が少
なく収入の増加は僅かであったが、令和５
年度は多少は期待できると思われる。
・地元経済界の関連団体（国際ソロプチミ
スト仙台）へひとり親家庭の現状を広報
し、支援について要請した。
・就業支援講習会受講生に上記団体が
主催している「女性のための教育・訓練
賞」の募集を行ったところ、１人の応募が
あり北リジョン賞（賞金１０万円）を受賞す
ることができた。

Ｓ

・事業計画に基づき，適切な事業実施に
努めている。
・様々な機関と連携を図りながら，利用者
支援の充実に努めている。

S

総合評価

・コロナ禍の中で自主事業の一部に影響
があったが、何年かぶりの事業実施など
各項目とも概ね計画どおり実施できた。
・項目によっては計画以上の事業実施が
でき、次年度へ繋がるものもあった。

Ａ

・総合的に適切な管理運営がなされてい
る。また，新型コロナウイルス感染拡大の
中でも感染拡大防止に努めながら，各関
係機関や関係団体との交流・連携を図り
ながら，職員の資質向上やひとり親家庭
への支援の充実に向けた積極的な姿勢
が評価できる。

A

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営を行った。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営を行った。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営が行われた。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず，大いに改善努力が必要である。

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

１．施設が老朽化している為、水回り（トイレ、雨水・汚水排水管
の詰まり等）の小修繕費用が発生しており、根本的な対策が必
要である。
２．センター内の未使用部分があるので、改修や利用方法につ
いて県の担当課と連携しながら検討を継続する。
３．現在の就業支援講習会の受講希望者との遣り取りについ
て、利用者が申し込みしやすいよう、ホームページから直接申し
込めるよう利便性を高め、応募者の増加に繋げて行く。
４．ひとり親家庭の抱える問題が複雑化、多様化しているため専
門知識と経験を有する職員の確保が重要であるが、令和５年３
月・４月の就労支援担当職員の退職・採用に際しては、ハロー
ワークで経験のある者を採用することができたので、引き続き適
切な対応が可能となった。（過去の職員募集で給与水準が低い
為に応募者がなかったことから、母連の責任において若干の底
上げを図り有用な職員の確保ができた。）

1．利用者拡大へ向け，受講者等のニーズに合った研修メ
ニューや支援メニューを検討するとともに，事業（施設）の周知を
積極的に行っていく。
2．施設の老朽化対策及び未利用部分の利活用について，建物
の老朽化対策と併せてひとり親関連施策や施設目的等を総合
的に考慮し，中長期的な視野で対応を検討していく。
3．効率的な施設運営を図り，適切な予算の執行に努め，自主
財源確保をはじめとした組織体制の強化に努める。


